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実証概要
　　深槽反応タンクの底部に散気装置を設置する省エネ型深槽曝気技術について、
　消費電力量および温室効果ガス排出量の削減やLCCの縮減効果、性能等を実証することにより実用化を図る。

提案技術の概要 提案技術の革新性等の特徴

①深槽全面エアレーションによる消費電力削減
• 酸素移動効率の増大により送風量を削減す
ることで曝気動力を削減

②散気装置の底部設置による建設費削減
• 散気装置の設置数量を削減することで機器
費を削減

• 散気装置の底部設置により設置架台や据付
時の高所足場が不要となり設置コストを削減

③維持管理性の向上
• 散気装置の底部設置により安全な点検作業
が可能
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○人工密集地の下水処理場に多い深槽反応タンクのさらなる省エネ化が課題。
○深槽反応タンクの底部に散気装置を設置する深槽全面エアレーションを行う
ことで、酸素移動効率を倍増し、消費電力量削減およびLCC縮減を図る。

酸素移動効率の向上により、消費電力量および温室効果ガス排出量の削減を図る。
散気装置の底部設置により維持管理性および安全性の向上を図る。
散気装置の設置コスト縮減を図る。

期待される効果


